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　あ と が き

本誌は 1928 年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　令和 2 年の第 121 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会は 10 月 6 ～ 7 日に岡
山市で，西﨑和則名誉教授（岡山大学）主催のもと開催することになっています。
従来，5 月 13～16 日に開催を予定していましたが，新型コロナウイルス（COVID‒
19）感染拡大で他の学会や集会が軒並み中止，延期となる状況のため，約半年の延
期となり，さらに岡山市での現地開催と WEB 開催のハイブリッド形式で実施する
ことになりました。
　明治 25 年にドイツより帰朝した金杉英五郎が「東京耳鼻咽喉科会」を結成し，
これが日本耳鼻咽喉科学会の創立とされています。その後は毎年，総会・学術講演
会が開催されていました。第二次世界大戦中には，昭和 15 年第 44 回宿題報告「支
那事変に於ける耳鼻咽喉科領域並に一般顔面戦傷に就て」（陸軍軍医学校 齋藤勤）
や，昭和 17 年第 46 回宿題報告「航空医学特に航空と耳鼻咽喉」（海軍軍医学校 吉
田太助）の講演があったように，学会も当時の世相を反映するものでした。昭和 20
年，21 年は第二次世界大戦末期および終戦直後という状況で初めて総会・学術講演
会の開催が中止されました。
　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の年は，伊藤壽一会長（京都大学）
のもとで予定通り第 112 回総会・学術講演会が開催されましたが，今回は世界的感
染症（pandemics）ということで，政策として集会の自粛が要請され，会期延期，
およびこれまでの日耳鼻学会の歴史では初めての現地開催と WEB 開催のハイブ
リッド形式が採用されました。今回の新型コロナウイルス感染症の問題は今後の学
会のあり方や開催方法を問うきっかけにもなり，日耳鼻学会としても大きな転換点
になるのではと思います。
　さて，今回の特集は「Voice を診る―音声障害を知ろう！」です。総論で梅野博
仁教授が「音声言語機能はコミュニケーションに必須であり，人間らしい生活の営
みや社会的活動を円滑にする役割を果たしてきた」と述べているように，今回のよ
うな感染・災害対策や，大きな問題となっている認知症対策にとっても最も重要な
機能です。この機会に音声障害の最先端情報をゲットしましょう。また，今回の
Review Articleも，この領域では第一人者である三輪高喜教授による「新型コロナ
ウイルス感染症と嗅覚障害」という，まさに今日，耳鼻咽喉科医に最も必要とされ
る知識です。原著も力作揃いですので，「新型コロナウイルス感染症」に対する世
界的な流れを実感しながらお読みいただきたいと思います。
 （小川　郁）
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